
北海道総合計画の推進について 資料２

【北海道総合計画〔平成28～37年度〕の推進体制】

1

重点戦略計画 連携地域別政策展開方針

地域づくり政策展開

【北海道創生総合戦略】

◯重点戦略プロジェクト

◯基本戦略

【北海道強靱化計画】

◯施策プログラム

（強靱化施策の取組方針）

◯主な施策の展開方向：連携地域

◯重点的な施策の方向：振興局

◯地域重点政策ユニット

（重点的に取り組むプロジェクト）

点検・評価

北海道総合開発委員会（知事附属機関）

本委員会 ～「めざす姿」の実現や「計画全体」の推進状況の検証

計画部会 ～「政策の課題や展開方向」などの検証

◆めざす姿

『輝きつづける北海道』・『７つの将来像』

◆政策展開の基本方向

３の大項目 （分野）

２１の中項目 （政策の柱）

５３の小項目 （政策の方向性）

北海道総合計画推進本部
（知事）

推進協議会〔民間有識者を招聘〕

幹事会（実務者）

北海道創生協議会

（知事・民間代表者）

戦略推進チーム
＜経済・暮らし＞ 〔官民一体〕

幹事会（実務者）

施策 ・事業

地域づくり推進本部

（知事）

幹事会（実務者）

北海道総合計画

連携 連携

北海道強靱化推進本部

（知事）

幹事会（実務者）

実効性の高い政策の企画・調整等

特定分野別計画

施策・事業の効果的、効率的展開等



【北海道総合計画〔平成28～37年度〕の推進の仕組み】
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◆行財政改革と財政健全化に向けた取組の推進

◆指標の進捗をはじめ、道の施策・事業の取組状況、

道民意向、経済社会情勢の変化などを把握

中期的サイクル

PDCAサイクル

目標管理型行財政運営システム

総合計画と関連計画の一体的推進

【総合計画】

◆めざす姿と政策展開の基本方向

政策の柱、政策の方向性と７３の指標

【推進の手立て】

◆重点戦略計画◆特定分野別計画◆連携地域別政策展開方針

目標、政策等の提示 （Plan）

◯施策推進計画

目標、体制、今年度の取組、

連携内容、事務事業、成果指標

◯施策目標の達成状況の点検・検証

指標の達成度合い、

主な取組の実績と成果、

施策間の連携状況、

次年度に向けた取組と今後の方向

推進状況の点検・評価 （Check）

◆経済社会情勢や道民ニーズなど

政策課題の動向の把握

施策推進・事業の実施 （Do）

喫緊の最重要課題への対応

北海道の価値と強みを活かした政策の推進

毎年度サイクル

◯多様な主体による協働の推進

◯施策間連携、横断的事業の展開

◯重点的な政策・プロジェクトの効果的推進

◆中期的点検・評価結果や経済社会情勢の変化、

国の制度改革などを踏まえ、

◯評価結果を予算・組織等に反映

重点政策策定、組織の見直し等

◯施策間の連携、横断的事業促進

見直し （Actioｎ）

政策評価

必要に応じて計画の見直しを検討 中期的点検・評価を実施、公表

総合計画を起点とする施策推進体系の構築



2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 平成34年度 平成35年度 平成36年度 平成37年度

政策評価 政策評価 政策評価 政策評価 政策評価 政策評価 政策評価 政策評価 政策評価 政策評価

【北海道総合開発委員会の開催予定】
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　　中期的点検・評価、見直し、
　　次期計画策定

【北海道総合計画〔平成28～37年度〕の推進スケジュール（予定）】

北　海　道　総　合　計　画　（H28～H37）

北海道総合開発委員会
（委員会・計画部会）

＊任期：２年

北海道総合開発委員会
（委員会・計画部会）

北海道総合開発委員会
（委員会・計画部会）

北海道総合開発委員会
（委員会・計画部会）

北海道総合開発委員会
（委員会・計画部会）

《 北海道総合計画推進本部 》

＊委員会：原則、年１回
＊計画部会：原則、年２回

＊委員会：３回程度
＊計画部会：５回程度

　　点検・評価
　　（中期的点検時等を除く）

推進状況

報告書作成

点検 ・ 評価 点検 ・ 評価

【重点戦略計画】

北海道創生総合戦略（H27～H31）

北海道強靱化計画（H27～H31）

【知事公約】

新・北海道ビジョン推進方針（H27～H30）

推進状況

報告書作成

必要に応じ計画の

見直し検討
新たな計画の策定

長期的展望に立って、

関連する施策・事業を重点的に推進



【北海道総合計画における「将来につながる重要なポイント」について】

輝
き
つ
づ
け
る
北
海
道

①地域全体で支える
「子育て環境・最適地」

⑥北の大地を力強く切り拓く
豊富な人材

⑤北海道の潜在力を活かす
地域経済の循環

②北国で心豊かに暮らせる
安全・安心社会

③豊かな自然と共生する
「環境先進モデル・北海道」

④世界に広げる
“憧れのくに”北海道ブランド

⑦北海道ならではの
個性あふれる地域

《めざす姿》 《７つの将来像》 《将来につながる重要なポイント》

●若年者の雇用や生活の安定化 ●仕事と子育ての両立支援 ●子育て世帯への経済的支援
●身近な地域で安心して妊娠・出産できる環境づくり ●子どもの安全・安心の確保

●雇用のミスマッチの解消と正規雇用化 ●地域医療を支える医療従事者の確保
●福祉・介護人材の確保・定着 ●本道の広域性を考慮した救急医療体制の整備
●多様な手法による買い物弱者支援 ●地域力の向上による防災・防犯体制づくり
●北海道の強靱化の推進

●生物多様性の保全と豊かな自然からの恵みの持続可能な利用
●低炭素型のライフスタイルへの転換 ●水素社会の形成に向けた取組の推進
●エネルギー自給・地域循環システムの構築

●海外の成長力の積極的な取り込み
●食や観光をはじめとした北海道のブランドイメージのＰＲ強化
●様々な地域資源の活用や観光基盤の充実など世界が憧れる観光地の形成
●観光客の満足度向上 ●北海道新幹線の開業 ●東京オリンピック・パラリンピック大会の開催

●農林水産業の生産力・競争力強化 ●産業間連携の強化によるものづくり産業の振興
●恵まれた自然や住環境、食の安全・安心など本道の魅力や強みの発揮
●商店街の魅力づくりなど地域商業の活性化 ●立地優位性を活かした企業誘致

●本道の特性を踏まえた学校教育の一層の充実 ●世界で活躍できる人材の育成
●キャリア教育・職業教育の充実 ●女性の力が発揮できる環境づくり
●本道のポテンシャルを活かした科学技術の振興

●地域づくりの拠点である振興局の機能強化
●個性と魅力を活かし様々な連携で支え合う地域づくり
●居住環境の魅力を活かした移住・定住の促進
●北海道独自の歴史や文化の発信による地域の魅力向上

４
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【新しい総合計画の普及・啓発について】

１ 新しい総合計画に関する地域説明会
(1) 実施内容

新しい「北海道総合計画」を広く道民に周知し、多様な主体の協働による計画の推進
に向けた気運の醸成を図るため、地域住民や市町村職員を対象とした説明会を開催

(2) 開催状況
開催時期：４月21日（木）～28日（木）
開催場所：14振興局地域
出席人数：740名（各部局等・振興局職員含む）

２ 普及啓発資料の作成
(1) 実施内容

幅広い層の道民への理解を促進するため、デザインやレイアウトなどに工夫を凝らし、
親しみやすく、読みやすくした計画書等を制作

(2) 制作内容

制作物 部数 備 考

①本編 ２万部 イラスト等を用いて、親しみやすく、読みやすくした冊子

②概要版（日本語） ２万部 ①の内容をさらにビジュアル化し、わかりやすくまとめた冊子

③概要版（英語） ５千部 ②の英語版

④青少年版 １万部 主に中高生を対象とした、マンガによる冊子

⑤簡易版 １万部 誰もが読みやすく、わかりやすい冊子
全ページに音声コードを掲載

⑥Web版 一式 パソコンのほか、スマートフォンやタブレット型端末等
からも閲覧しやすいデータファイルを作成し、①～⑤を
道のHPに掲載

⑦点字版 50部 ①、②の点字版

※⑤⑦については、８月下旬に関係団体などに配付予定。

３ 北海道総合計画出前講座
(1) 実施内容

地域の方々からの要望に応じて、職員が出向き、総合計画について説明や意見交換
などを行う

(2) 開催状況

開催日 開催場所 出席者数 備 考

１ ５月19日（木） 北見工業大学 66名 講義形式

２ ５月23日（月） 北見市役所 61名 講義形式（研修）

３ ６月１日（水） 北海道開発局 13名 講義形式（研修）

４ ６月６日（月） 北海道教育大学 ９名 ゼミ形式
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